
　

冬
部
地
域
振
興
協
議
会
（
小

倉
廣
身
会
長
）
は
３
月
27
日
、
冬

部
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
冬
部
、

市
部
内
、
名
前
端
の
３
自
治
会
を

統
合
す
る
冬
部
自
治
会
設
立
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

  

同
協
議
会
は
、
３
自
治
会
が
連

携
し
地
域
活
性
化
を
図
る
組
織
と

し
て
発
足
。
環
境
整
備
や
福
祉
活

動
な
ど
、
自
治
会
の
枠
を
超
え
て

活
動
し
て
お
り
、
近
年
は
人
口
や

世
帯
数
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
な
自
治
会
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
協
議
会
組
織
を
自

治
会
組
織
に
変
更
す
る
議
案
が
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
新
た
に

冬
部
、
市
部
内
、
名
前
端
の
３
自
治
会
が
統
合

新
た
な
体
制
で
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
へ

新たな自治会の設立が承認された総会の様子

花束を手に笑顔の敬さん

小川小川敬敬
け いけ い

さんが100歳にさんが100歳に祝 百寿
　

４
月
９
日
、
小
川
敬
さ
ん
（
城
内
小
路
）
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
鈴
木
重
男
町
長

が
入
所
施
設
を
訪
問
し
て
、
祝
い
状
と
祝
い
金
、

花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

  

敬
さ
ん
は
大
正
11
年
４
月
９
日
生
ま
れ
。
若

い
頃
に
は
電
話
交
換
手
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
長
年
、
茶
道
や
華
道
、
舞
踊
を
た
し
な
み
、

衣
装
や
小
道
具
を
自
作
し
て
娘
さ
ん
と
「
荒
城

の
月
」
を
踊
る
な
ど
、
雅
や
か
で
芸
達
者
な
方

だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　
現
在
は
、
施
設
で
穏
や
か
に
過
ご
さ
れ
て
い

る
敬
さ
ん
。
好
物
の
プ
リ
ン
や
甘
酒
を
味
わ
い

な
が
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
が
あ
る
と
歌
に
耳
を
傾
け

楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
娘
で
４
人
姉
妹
の

次
女
、
長
朶
千
賀
子
さ
ん
（
田
子
）
が
「
次
は

１
０
５
歳
が
目
標
で
す
よ｣

と
声
を
か
け
る
と
、

に
っ
こ
り
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。　

　

林
業
従
事
者
の
暮
ら
し
を
支

援
す
る 

「
田
野
森
林
雇
用
促
進
住

宅
」
が
旧
田
野
小
学
校
の
敷
地
内

に
完
成
し
、
４
月
か
ら
利
用
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
住
宅
は
、
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

担
い
手
を
確
保
、
育
成
す
る
目
的

で
町
が
整
備
し
た
３
世
帯
の
共
同

住
宅
で
、
管
理
運
営
は
町
森
林
組

「
冬
部
自
治
会
」
が
設
立
。
会
長

に
は
小
倉
廣
身
さ
ん
（
元
冬
部
自

治
会
長
）
が
、
副
会
長
に
は
久
木

幸
二
さ
ん（
元
名
前
端
自
治
会
長
）

と
下
村
德
廣
さ
ん
（
元
市
部
内
自

治
会
長
）
が
就
任
し
、
小
倉
会
長

は
「
皆
さ
ん
と
一
つ
に
な
っ
て
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
重
男
町
長
は
、「
住
み
よ

い
地
域
を
作
ろ
う
と
す
る
思
い
は

み
ん
な
同
じ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

会
運
営
や
仕
組
み
の
違
い
を
乗
り

越
え
、
新
し
い
形
で
地
域
が
発
展

す
る
よ
う
願
い
ま
す
」
と
祝
辞
を

述
べ
、
長
年
冬
部
の
地
域
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
き
た
廣
田
純
一
さ

ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
て
地
域
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
） 

は
、「
冬
部
は
結
束
が
強
い
地
域

な
の
で
、
今
後
の
活
動
に
期
待
し

ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。　
　

　
　
自
治
会
活
動
交
付
金
に
　

　
　
10
年
間
激
変
緩
和
措
置

　
町
は
、
統
合
に
よ
っ
て
、
世
帯

数
な
ど
を
基
準
に
算
定
す
る
自
治

会
活
動
交
付
金
が
大
幅
に
減
少
し

な
い
よ
う
、
最
初
の
５
年
間
は
統

合
前
の
水
準
を
維
持
し
、
そ
の
後

５
年
間
で
段
階
的
に
統
合
後
の
自

治
会
の
算
定
基
準
へ
調
整
す
る
激

変
緩
和
措
置
を
講
じ
ま
す
。
觸
澤

義
美
副
町
長
は
「
統
合
に
よ
り
交

付
金
が
激
変
し
た
り
、
地
域
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
支

援
し
ま
す
。
高
齢
者
の
負
担
軽
減

や
若
い
人
に
過
重
と
な
ら
な
い
仕

組
み
を
、
町
全
体
と
し
て
考
え
て

い
き
ま
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
町
行
政
の
運
営
の
た
め

に
設
置
す
る
行
政
区
は
、
冬
部
、

市
部
内
、
名
前
端
の
３
区
で
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

左から久木幸二副会長、小倉葊身
会長、下村德葊副会長

議案説明に耳を傾ける皆さん

祝辞を述べる鈴木町長㊧と住民を
激励する廣田さん

林
業
の
担
い
手
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

△町産材を活用し整備
された田野森林雇用促
進住宅

田
野
森
林
雇
用
促
進
住
宅
が
完
成

合
が
行
い
ま
す
。

　

間
取
り
は
単
身
者
向
け
の
１

Ｄ
Ｋ
で
、
利
用
料
は
月
額
３
万

円
。
入
居
者
の
共
用
設
備
と
し

て
靴
洗
い
場
も
備
え
た
洗
濯
室

が
整
備
さ
れ
、
林
業
従
事
者
の

働
き
方
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
林
業
の
担
い
手
確
保

と
若
者
の
定
住
に
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　平庭高原
　つつじつつじ　まつり

美しい白樺と鮮やかなツツジを
お楽しみください
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▷入居者が共同で利用
できる洗濯室
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